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い
つ
ま
で
も
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い

佐
藤
ノ
ブ
さ
ん
、
横
田
忠
義
さ
ん
、
箭
内
チ
ヨ
ノ
さ
ん
に
百
歳
賀
寿
贈
呈

▲賀寿を受け取る横田忠義さん

品
、
冨
塚
市
長
か
ら
賀
寿
と
祝
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
大
越
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
白
山
老
人

ク
ラ
ブ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
賀
寿
と
祝

金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

忠
義
さ
ん
は
、
95
歳
ご
ろ
ま
で
自

転
車
に
乗
り
、
畑
仕
事
を
す
る
な
ど

大
変
お
元
気
で
終
始
に
こ
や
か
に

賀
寿
等
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

忠
義
さ
ん
の
長
生
き
の
秘
訣
は

「
好
き
嫌
い
な
く
三
食
食
べ
、
食
事

の
時
に
自
分
で
作
っ
た
梅
酒
、
柿
酢

を
飲
む
こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。

箭
内
チ
ヨ
ノ
さ
ん

▼
２
月
１
日
に
満
百
歳
を
迎
え
ら

れ
た
箭
内
チ
ヨ
ノ
さ
ん
（
船
引
町

船
引
）。

　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所
の
津
田

副
所
長
か
ら
県
知
事
賀
寿
と
記
念

品
、
冨
塚
市
長
か
ら
賀
寿
と
祝
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
と

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
船
引
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
下
里
老
人

ク
ラ
ブ
か
ら
賀
寿
や
祝
金
が
、
さ

佐
藤
ノ
ブ
さ
ん

▼
12
月
29
日
に
満
百
歳
を
迎
え
ら

れ
た
佐
藤
ノ
ブ
さ
ん
（
船
引
町
春

山
）。

　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所
の
津
田

副
所
長
か
ら
県
知
事
賀
寿
と
記
念

品
、
冨
塚
市
長
か
ら
賀
寿
と
祝
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
船
引
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
賀
寿
と

祝
金
、
さ
ら
に
県
遺
族
会
か
ら
も

賀
寿
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ノ
ブ
さ
ん
が
都
合
に
よ

り
、
急
に
出
席
で
き
な
く
な
っ
た
た

め
、
ご
家
族
に
よ
る
代
理
受
領
と
な

り
ま
し
た
。
ノ
ブ
さ
ん
は
贈
呈
式
を

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
と
の

こ
と
で
、
ご
家
族
は
、
早
速
報
告
し

な
く
て
は
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

横
田
忠
義
さ
ん

▼
１
月
10
日
に
満
百
歳
を
迎
え
ら

れ
た
横
田
忠
義
さ
ん
（
大
越
町
上

大
越
）。

　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所
の
津
田

副
所
長
か
ら
県
知
事
賀
寿
と
記
念

▲賀寿を受け取る箭内チヨノさん

ら
に
下
里
地
区
か
ら
も
祝
金
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

チ
ヨ
ノ
さ
ん
は
、
大
変
お
元
気
で

終
始
に
こ
や
か
に
賀
寿
等
を
受
け

取
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在

孫
22
人
、
ひ
孫
42
人
に
加
え
玄
孫

も
い
る
そ
う
で
、
大
勢
に
囲

ま
れ
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

　

チ
ヨ
ノ
さ
ん
の
長
生
き
の

秘
訣
は
「
好
き
嫌
い
な
く
何

で
も
食
べ
る
こ
と
」
だ
そ
う

で
す
。

１
８
４
３
）
の
大
飢
饉
の
時

に
、
無
病
息
災
、
五
穀
豊
穣
を

願
い
、
行
っ
た
こ
と
が
始
ま
り

と
さ
れ
、天
保
12
（
１
８
４
１
）

年
銘
の
記
録
も
残
り
ま
す
。

　

た
び
た
び
荒
廃
が
繰
り
返
さ

れ
る
も
、
昭
和
53
年
に
畑
中
若

連
会
が
中
心
と
な
っ
て
復
活
し

ま
し
た
。

　

以
来
保
存
会
が
地
元
の
貴
重

な
民
俗
芸
能
の
継
承
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
確
か
な
継
承
が
見

込
め
る
も
の
で
す
。

　

船
引
地
方
史
研
究
会
（
会
長 

鈴

木
明
男
さ
ん
）
が
、
県
文
化
振
興

基
金
顕
彰
団
体
（
郷
土
史
誌
部
門
）

に
選
ば
れ
、
2
月
14
日
に
ホ
テ
ル

サ
ン
ル
ー
ト
プ
ラ
ザ
福
島
（
福
島

市
）
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

県
文
化
振
興
基
金
顕
彰
は
、
美

術
や
音
楽
、
文
学
な
ど
の
10
の
分

野
で
、
県
の
文
化
振
興
に
貢
献
し

た
個
人
や
団
体
を
た
た
え
表
彰
さ

れ
る
も
の
で
、
今
年
度
は
５
人
２

団
体
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

船
引
地
方
史
研
究
会
は
昭
和
44

年
に
結
成
。
昭
和
52
年
か
ら
発
行

し
て
い
る
「
船
引
地
方
史
研
究
」

は
15
号
を
数
え
ま
す
。

　

船
引
町
を
中
心
と
し
た
地
域
の

歴
史
を
明
ら
か
に
し
、
地
域
文
化

の
継
承
発
展
に
尽
力
し
て
い
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
、
鈴
木
会
長
が
市
役
所
・

市
教
育
委
員
会
を
訪
れ
、
冨
塚
市

長
、
佐
藤
教
育
長
へ
受
賞
の
喜
び

を
報
告
し
ま
し
た
。 

　

船
引
公
民
館
で
子
宮
頸
が
ん
予

防
講
演
会
を
１
月
20
日
と
１
月
30

日
の
２
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
２
月
１
日
か
ら
市
内

の
中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

ま
で
の
女
子
生
徒
を
対
象
に
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
開

始
す
る
に
あ
た
り
、
子
宮
頸
が
ん

予
防
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
の
も
の
で
す
。

　

桜
井
産
婦
人
科
医
院
の
桜
井
秀

長
年
に
わ
た
り
文
化
の
継
承
発
展
に
貢
献

船
引
地
方
史
研
究
会
が
県
文
化
振
興
基
金
顕
彰
を
受
賞

▲受賞の報告をする鈴木さん

先
生
が
「
思
春
期
か
ら
は
じ
め
る

子
宮
頸
が
ん
予
防
〜
自
分
で
守
ろ

う 

自
分
の
か
ら
だ
〜
」
と
題
し
、

20
〜
30
歳
代
の
若
い
女
性
に
子
宮

頸
が
ん
の
発
症
が
増
え
て
い
る
現

状
や
予
防
に
は
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

と
定
期
的
な
子
宮
頸
が
ん
検
診
が

有
効
な
こ
と
な
ど
を
わ
か
り
や
す

く
講
演
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
、
親
子
一
緒
の
参

加
者
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
定
期
的
な
受
診
を

子
宮
頸
が
ん
予
防
講
演
会

▲熱心に講演する桜井先生

　

市
教
育
委
員
会
で
は
こ
の
た

び
、
滝
根
町
菅
谷
地
区
に
所
在

す
る
「
畑
中
大
神
楽
」
を
市
無

形
民
俗
文
化
財
と
し
て
新
た
に

指
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
、
市
指
定
文
化
財
は

１
１
２
件
と
な
り
ま
し
た
。

 

畑
中
大
神
楽

（
滝
根
町
菅
谷
字
畑
中
地
内
）

　

畑
中
神
楽
と
も
呼
ば
れ
る
獅

子
神
楽
で
、
菅
谷
神
社
の
元
朝

祭
で
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
伝
承

で
は
天
保
期
（
１
８
３
０
〜

▲畑中大神楽保存会の皆さん

未来へ引き継ぐ伝統文化
畑中大神楽（滝根町）が市指定文化財に

▲熱唱する鳥羽さん（右）と山川さん（左）

一流歌手の歌声を堪能

鳥羽一郎＆山川豊ジョイントコンサート
　～兄弟演歌～

の
山
川
豊
さ
ん
の
歌
あ
り
楽
し

い
お
話
し
あ
り
の
内
容
で
、
客

席
か
ら
は
大
き
な
笑
い
、
そ
し

て
惜
し
み
な
い
拍
手
と
歓
声
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
１
月

20
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昼
・
夜
の
２
回
公
演
で
、

約
１
３
０
０
人
が
来
場
。

　

兄
の
鳥
羽
一
郎
さ
ん
と
弟
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